
鳥獣被害対策タスクフォース重点支援対象市町村選定要領 

 

第１ 趣旨 

    鳥獣被害対策タスクフォース設置要領（令和８年４月２０日付け７農振第３２１５－

１号農林水産省農村振興局農村政策部鳥獣対策・農村環境課長通知）第３の（１）

に基づき重点支援対象市町村を選定する方法を定める。 

 

第２ 選定方法等 

  １ 重点支援対象市町村の要件 

    鳥獣被害対策の高度化について、以下の点を必須とする。 

  （１） 市町村長のコミットメントが明確なこと 

  （２） 地域の関係者（農林漁業団体、狩猟団体等）の参画が確実なこと 

  ２ 重点支援対象市町村の選定 

  （１） 選定を希望する市町村（以下「希望市町村」という。）は、鳥獣対策高度化宣 

言（別添様式１）、鳥獣対策高度化への同意書（別添様式２）及び鳥獣被害対 

策強化プログラム（案）（以下「プログラム案」という。）（別添様式３）を農政部食 

の安全・みどりの農業推進局長（以下「局長」という。）に提出する。 

  （２） 局長は、希望市町村のプログラム案を確認し、別紙の選定基準によりポイント

を算定するとともに、鳥獣被害防止総合対策交付金の配分状況等を勘案し、ポ

イントの高い希望市町村から順に選定する。 

  （３） 局長は、重点支援対象市町村を選定したときは、その旨を希望市町村に通 

知する。 

 

附則 

 この要領は、令和８年５月 18 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

重点支援対象市町村の選定基準 

 

審査項目及び取組内容の基準 ポイント 

１ 農業被害の状況       

直近年度の被害金額     ア １億円以上                     

イ  50,000 千円以上１億円未満           

ウ  30,000 千円以上 50,000 千円未満         

                    エ  10,000 千円以上 30,000 千円未満        

                    オ  10,000 千円未満             

 

２０ 

１５ 

１０ 

５ 

０ 

２ 市町村における森林面積及び国有林面積の割合 

  森林面積及び国有林面積の市町村面積に対する割合 

ア 森林面積８０％以上または国有林面積７０％以上 

イ 森林面積７５％以上８０％未満 または 

国有林面積６０％以上７０％未満 

ウ 森林面積７０％以上７５％未満 または 

国有林面積５０％以上６０％未満 

エ 森林面積６５％以上７０％未満 または 

国有林面積４０％以上５０％未満 

オ 森林面積６５％未満 または 国有林面積４０％未満             

 

 

１０ 

８ 

 

５ 

 

３ 
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３ プログラムの内容（１５ポイントを限度として加算する） 

   ア 対策高度化の取組内容   

（１）ＩＣＴ機器（センサーカメラ、捕獲確認アプリ、ドローン、ＧＩＳなど）を活用した生

息・被害状況調査を実施する 

（２）GIS システム等による農業被害、捕獲位置、侵入防止柵の位置等の地図デー

タに基づく被害・捕獲対策を実施する       

イ 被害縮減の成果目標 

（１）令和１０年度の被害金額を令和６年度対比で３０％以上減少させることを目標

としている 

（２）令和１０年度の被害金額を令和６年度対比で２０％以上減少させることを目標

としている 

（３）令和１０年度の被害金額を令和６年度対比で１０％以上減少させることを目標 

としている 
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別添様式１ 

○○○市町村鳥獣被害対策高度化宣言 

 

当○○○市町村では、○○による農業被害が著し

く、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の状況であり、これま

で、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・などの対策に取り組んでき

たところです。 

 

この対策をさらに高度化するため、令和○年度～令和○

年度の３年間、地域の○○農業協同組合、猟友会○○

支部等の協力の下、・・・・・・・・・・・・・・などの対策に取り

組み農業被害の縮減を目指します。 

 

                 令和○年○月○日 

                 ○○市町村長 ○○ ○○ 

 

 

 



別添様式２ 

 

○○○市町村の鳥獣被害対策高度化への同意書 

 

当○○農業協同組合、北海道猟友会○○支部は、○○

○市町村が令和○年度～○年度に取り組む鳥獣被害

対 策 高 度 化 に 参 画 し 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

や・・・・・・・・・・・・・・・・に協力することに同意します。 

 

         令和○年○月○日 

         ○○農業協同組合長 ○○ ○○ 

          北海道猟友会○○支部長 ○○ ○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添様式３ 

令和○年度○○町鳥獣被害対策強化プログラム（案） 

 

１ 事業実施主体名：○○町有害鳥獣被害対策協議会 

２ 市町村名   ：○○町 

３ 実施期間      ：令和○年度～○年度（３カ年） 

４ 対象地域   ：○○町○○地区（別図のとおり） 

５ 対象鳥獣      ：エゾシカ 

６ 対象被害作物 ：牧草、デントコーン、ビート・・・ 

７ 被害等の現状 

（１）過去３カ年の被害額（千円）・被害面積（㏊） 

 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

被害面積 被害額 被害面積 被害額 被害面積 被害額 

牧草       

デントコーン       

ビート       

・・・       

       

       

       

   合計       

 

（２）過去３カ年の対象鳥獣捕獲実績（頭） 

対象鳥獣  令和○年度 令和○年度 令和○年度 

エゾシカ 

オス    

メス    

合計    

     

     

     

 

（３）被害軽減に係る具体的支障 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 



（４）森林面積・国有林面積・市町村面積等（令和○年度） 

森林面積（ha） 市町村面積（ha） 面積率（％） 

   

国有林面積（ha） 市町村面積（ha） 面積率（％） 

   

８ 事業の目標 

○ 被害軽減の成果に係る目標 

  令和○年度の被害金額を令和○年度比で○○％（１０％、２０％又は３

０％）減少さ せることを目指す。 

○ 捕獲対策に係る目標 

  エゾシカの効果的な捕獲手法を確立し、対象地域周辺で年間○○頭の捕獲

数を達成す 

ることを目指す。 

○ 被害対策の高度化に係る目標 

  令和○年度までに捕獲実績等のデータを基に効果的な被害防止対策を確立

するととも 

に、対策効果を検証する手法の確立を目指す。 

 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

農業被害額（千円）    

捕獲頭数（頭）    

 

９ 事業内容 

（１）事業体制の整備 

 

（２）生息状況・被害状況調査 

項目 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

事業内容 検討会開催（○回） 

・事業実施及び評価検討の

実施 

 

検討会開催（○回） 

・事業実施及び評価検討の

実施 

検討会開催（○回） 

・事業実施及び評価検討の

実施 

実施場所 ○○町役場 ○○町役場 ○○町役場 

事業費 円 円 円 

項 目 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

事業内容 生息状況調査 

・自動撮影カメラ等の ICT機

  



 

（３）被害対策の実施 

項 目 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

事業内容 GIS 等の地図データに基づ

く侵入防止柵（金属柵・電気

柵）の整備 

・未整備箇所への新規設置

（○km） 

・既存柵の補修・改修（○k

m） 

追い払いの実施 

緩衝帯の整備 

・農地周辺の刈り払い等 

  

実施場所 別図のとおり   

事業費 円 円 円 

（４）捕獲活動の実施 

項 目 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

事業内容 GIS 等の地図データに基づ

く効率的な捕獲 

ICT 機器の導入によるわな

捕獲の実施 

農地に侵入した個体の随時

捕獲 

捕獲情報の収集 

  

器の活用により対象地域

周辺のエゾシカの生息状

況を調査 

・痕跡調査により移動経路、

越冬地等を調査 

被害状況調査 

・農家への個別聞き取りに

より地区内での被害額、

時期及び分布を調査、GIS

等地図データへ反映 

実施場所 別図のとおり   

事業費 円 円 円 



実施場所 別図のとおり   

事業費 円 円 円 

（５）人材育成・確保 

項 目 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

事業内容 捕獲実施隊員への研修実施

（○回） 

必要経費の助成 

  

実施場所 別図のとおり   

事業費 円 円 円 

10 総事業費 

 令和○年度 令和○年度 令和○年度 

合 計    

 

11 希望する支援内容 

技術的支援内容  

伴走支援内容  

 

 


